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令和 4年度がん対策推進事業実施報告書の発刊にあたって

平素は、滋賀県がん対策推進運動実行委員会が進めます事業に、ご理解、ご支援を賜り
厚くお礼申し上げます。
早いもので、当委員会も平成 25年度の設立以来、10年の年月が経過いたしました。令

和 4年度も 13の協力団体のご協力を得て、県内のがん対策の普及啓発の推進に必要な事
業を行うことが出来ました。3年間にわたり猛威を振るった新型コロナウイルス感染症
（Covid 19）のために、私たちの日常生活はあらゆる面で大きな影響を受けました。がん
疾患もその中の一つで検診受診率の低下や医療機関への受診行動の控えから診断・治療の
遅れをもたらしました。そして、本委員会の事業も少なからず影響を受けましたが、今年
の 3月に入り、Covid 19 もやっと終息しつつあり、徐々に元の日常に戻りつつあります。
そこで、今後がん対策の普及啓発事業も低迷した 3年間を取り戻すつもりで、より一層活
発に行わなければならない時が到来したと思います。
ここに、Covid 19 禍最後の年度（希望的憶測を含み）の本委員会での実施報告書をお届

けいたします。詳細はこの報告書をご覧いただきたいと思いますがが、サマリーとしてこ
こで簡単に事業実施内容を記します。
今年度は、がんについての正しい知識を普及し、がん検診の受診活動をおこすことを目

的として 4つのプロジェクトの活動を実施いたしました。まず、がん検診受診啓発広告プ
ロジェクトの中でリビング新聞やインスタグラムの活用を行い画像や活字で、見る人の心
を動かすメッセージを発信するとともに、啓発ノベルティとしてがん検診に関するリーフ
レットやマスクケースの配布を行いました。2つ目として、若い世代にがん教育の一環と
して大切な人へのお手紙プロジェクトを企画実施しました。3つ目としては、がん検診ス
スメ隊プロジェクトとして、がん講座出張セミナーとがん無料検診プレゼント事業を行う
と共に、びわ湖乳がん啓発ウォークに参加いたしました。最後に、お知らせプロジェクト
でがんについての情報提供を積極的に行い、がん対策活動団体との情報交換会も開催いた
しました。来年度からも委員会の知恵を集結し、斬新的かつ効果的な取り組みを考え、が
ん対策推進を行う所存でございます。
最後になりましたが、事業の趣旨にご賛同をいただき、ご支援とご協力を賜りました協

賛団体の皆さま、また、様々な活動にご尽力いただきました関係団体の皆さまに深く感謝
申し上げますとともに、今後の活動につきましても引き続きご支援とご協力をよろしくお
願い申し上げます。

令和 5年 3月
滋賀県がん対策推進運動実行委員会

委員長 髙橋健太郎



実 施 内 容
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1.滋賀県がん対策推進運動実行委員会事業

(1)滋賀県がん対策推進運動実行委員会の開催
１）第 1回実行委員会（ハイブリッド開催）
日 時：令和 4年 7月 11日（月） 14時～15時半 11名出席
場 所：公益財団法人滋賀県健康づくり財団 １F大会議室
内 容：令和 4年度事業計画について

・啓発リーフレットの活用状況について
・子宮頸がん・乳がん検診プレゼント事業の進捗状況について
・SNSを用いた啓発企画について
・啓発資材の活用について

２）第２回実行委員会
日 時：令和 5年３月 7日（火） 14時～15時半 10名出席
本 部：公益財団法人滋賀県健康づくり財団 １F大会議室
内 容：令和 4年度 実施結果について

次年度の活動の方向性について
・協賛について
・啓発資材について
・がん教育スピーカーバンクについて
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 (2)滋賀県がん対策推進運動実行委員会事業実施内容
がんについての正しい知識を普及し、がん検診の受診活動をおこすことを

目的として以下 4 つのプロジェクトからなる活動を実施した。

1）がん検診受診啓発広告プロジェクト
①画像や活字で、見る人の心を動かすメッセージを発信
＜リビング新聞＞

9 月 23 日配布のリビング新聞（14 万 2755 部発行）にて子宮頸がん・乳
がん検診受診啓発に関する記事の掲載をした。合わせて子宮頸がん･乳がん
の無料検診案内を掲載。

リビング新聞 掲載記事
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＜京都新聞＞

京都新聞の協力で、12月 21日付朝刊にて滋賀県健康づくり財団 水田専
務理事への取材記事が掲載された。がんに関する正しい知識とがん検診受診
啓発の案内を行った。

京都新聞 掲載記事

-4-



＜インスタグラム広告の活用＞

10月 4日～9日の 6日間、インスタグラム広告を活用して子宮頸がん･
乳がんの無料検診の案内を行った。

インスタグラム広告 一部抜粋

インスタグラム広告管理
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＜インスタグラム投稿＞

インスタグラム投稿を通じて、がんについての正しい知識の発信。

インスタグラム投稿 一部抜粋
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②啓発ノベルティとリーフレットについて
がん検診に関するリーフレット（がん検診 9000 部、乳がん 3360 部、女

性がんと健康 3360 部）を作成した。
日本対がん協会スローガン「がん検診 私にできる がん対策」のメッセ

ージと実行委員会の名入れをしたマスクケース 5500 個を作成した。マスク
ケースのイラストは滋賀県がん患者団体連絡協議会より提供いただいた。
実行委員会構成団体が実施する啓発活動で配布した。

↓外面 ↓内面

＜啓発ノベルティ・リーフレット配布状況＞
①リーフレット（がん検診） ②リーフレット（乳がん検診） ③リーフレット（女性がんと健康） ④マスクケース

市立長浜病院

公益社団法人
滋賀県診療放射線技師会

中外製薬株式会社

第一生命保険株式会社

住友生命保険相互会社

大樹生命保険株式会社

日本生命保険相互会社

ＮＨＫ大津放送局

アフラック生命保険株式会社

滋賀県がん患者団体連絡協議会

滋賀県健康づくり財団

合計
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＜啓発ノベルティ（マスクケース）・リーフレットの活用状況＞

◎使用機会について
・お客さまに配布
・代理店研修会での配布、代理店による一般顧客への配布
・会食を含む表彰会、研修会での配布
・生涯設計デザイナー営業活動の際に情報提供としてお客さまへ手交
・健診センター受診者へ配布
・無料がん検診のリーフレットと一緒に手交
・地域イベント参加時に配布（大津市、彦根市など）
・ブランチ大津京子宮頸がん・乳がん無料検診イベント時に配布
・イオンモール草津にて子宮頸がん検診啓発時に配布
・社員への啓発

◎印象
・お客様向けの配付資料として親和性が高く、がんのリスクを語るうえで使
い勝手の良い資材と感じました。次年度以降も是非提供いただきたいと思い
ます。
・ブランチ大津京子宮頸がん･乳がん無料検診のペア申込み特典として配布。
ペア申込みの特典があることで、がん検診を親・姉妹・友人等を誘い、一緒
に申し込むきっかけに繋がった。特典でマスクケースを受け取った後も、マ
スクケースの中身を読んでがん検診の情報が得られる内容となっている。
・資材はとてもわかりやすく、マスクケースは使いやすいです。
・がん進行のイメージ・がん検診のメリット等、具体的な記載がある方が「が
ん啓発」という趣旨に沿うのではないかと思います。
・検診バスのイラスト等を見て滋賀県がん対策推進運動実行委員会の認知度
アップ。
◎次年度の希望について
啓発ノベルティとリーフレット共に次年度の希望が多く、リーフレット 3種
類共に配布団体の 8～10割、マスクケースは約 7割希望があった。 

ペア検診特典
申込みページ
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 ２）大切な人へのお手紙プロジェクト

学校でのがん教育実施後、受講者に家族等へ講義の感想、家族に伝え
たいこと等をメッセージカードに書いてもらい、がん検診に関するリーフレ
ットと一緒に家族等大切な人へ渡していただいた。メッセージカード・がん
検診リーフレットの配布枚数は 597 枚であった。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、3 校はリモート開催となった。

 ＜がん教育実施状況＞

＜がん教育動画＞

多くの方、団体等にがん、がん検診につい
ての知識を深めていただけるよう、水田専務
理事の講演を撮影した動画を滋賀県健康づ
くり財団の健診センター受診者向けに動画
再生。また、滋賀県がん対策実行委員会のホ
ームページに動画を掲載した。

実施日 実施校名 学年 児童
生徒数

メッセージカード
リーフレット
配布数

実施方法

1 R4.9.26(月) 滋賀県立瀬田工業高校(定時制) 1～4 31 31 1クラスは対面授業
他3クラスはリモート授業

2 R4.11.15(火) 豊郷町立豊日中学校 2 75 ー がん教育動画を視聴　　町保健師のがん検診の話、
がん患者(学校教諭)の体験談

3 R4.11.29(火) 東近江市立五個荘中学校 2 109 109 対面授業

4 R4.11.30(水) 大津市立青山小学校 6 143 143 リモート開催（Zoom使用）

5 R5.1.17(火) 多賀町立多賀中学校 2 70 70 対面授業

6 R5.1.20(金) 東近江市立能登川中学校 2 244 244 リモート開催（Teams使用）

7 R5.1.23(月) 大津市立青山中学校 2 150 150 対面授業

合計 822 747
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３）がん検診ススメ隊プロジェクト

①がん講座出張セミナー
働く世代を対象にがん講座の出張セミナーを 2回実施（老人ホーム、アフ

ラック生命保険株式会社滋賀支社と代理店）で実施した。

②がん無料検診プレゼント事業
子宮頸がん・乳がん・胃がん・肺がん・大腸がん検診を無料でプレゼント

し、がん検診の受診を促した。費用は日本対がん協会が発行する「がん検診
無料クーポン券」を活用した。
【実施方法】
○対象者：滋賀県に住む、下記対象年齢のがん検診を受けたことのない、ま

たは令和 4年度４月以降対象のがん検診を受診していない人
■子宮頸がん検診：20歳以上の女性
■乳がん検診：40歳以上の女性
■胃がん検診：40歳以上
■肺がん検診：40歳以上
■大腸がん検診：40歳以上
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○実施場所・期間：
① 公益財団法人滋賀県健康づくり財団(以下「当財団」)健診センター
（子宮頸がん・乳がん検診）
令和 4年 4月～令和 5年 3月の検診実施日 13回
（胃がん・肺がん・大腸がん検診）
令和 4年 9月～令和 5年 3月の検診実施日 34回
②ブランチ大津京
（子宮頸がん・乳がん検診）
令和 4年 11月 6日（日）10：00～15：00
○申込方法：メールまたは申し込みフォーム（ブランチ大津京検診のみ）に

て当財団に申し込む。
○実施内容：がん検診と併せて乳房セルフチェック啓発、がん関係リーフレ

ットの配布、各市町がん検診受診案内、がん検診に関するアンケ
ート

○事業の周知：がん検診受診啓発広告プロジェクトの一環として実行委員に
よるチラシ配布、リビング新聞、インスタグラム広告、当財団ホームページ
への掲載などを実施。
○受診者数：
① 当財団 子宮頸がん 96名、乳がん 123 名

胃がん 87名、肺がん 99名、大腸 111 名
② ブランチ大津京 子宮頸がん 52名、乳がん名 59名
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（ブランチ大津京 子宮頸がん・乳がん検診申込みページ）

（ご案内チラシ）＊一部抜粋

-12-



ブランチ大津京での受診者を対象に実施した「がん検診に関するアンケート」

11月6日　検診種別年代別受診者数
1.検診項目 計 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
子宮頸がん検診 17 3 8 4 2 0
乳がん検診 23 0 0 6 10 7
両方 35 0 0 16 17 2
計 75 3 8 26 29 9

2.何で知ったか（複数回答） 人数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

滋賀県健康づくり財団 6 4 2
記入無し 1 1

4 3 1
滋賀リビング 44 4 20 17 3
記入無し 1 1
あるがママfes 7 2 3 1 1
その他 3 1 2
記入無し 2 2
家族 6 2 1 1 2
友人 4 3 1

1 1

インスタグラム広告

ホームページ

新聞広告

チラシ

人に勧められた

その他

3.受診理由
（複数回答）

人数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

会場が近かった 28
無料だから 56

乳がんと子宮頸がんの
両方を受けられる 32

申込みが簡単 31

その他 6
【その他の記載等】
ハガキを無くしてしまったから
土日に受けられる
なかなか行く機会がなかったが、日にちの都合が良かったから
子どもをあずける事ができるから
休日検診
受けたことがないから

【その他の記載等】

・ハガキを無くしてしまったから

・土日に受けられる

・なかなか行く機会がなかったが、日にちの都合が良かったから

・子どもをあずける事ができるから

・休日検診

・受けたことがないから
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4.次回はどのように
受診するか

人数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

市町の検診を受ける 55
職場の検診を受ける 10
人間ドックで受ける 6
受けるつもりはない 0
わからない 9

4-2.「わからない」の
理由

人数 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

受け方がわからない 2 1 1
どこで受けるか迷ってい
る

6 3 3

その他 1 1
【その他の記載等】

子どもが小さいから

受け方が分からない
連れて行ってもらう方の都合による（足が不自由な方）
仕事の都合で日程を合わせるため

平日休みを取りづらい…。子どもが3人いるので。職場の婦人科検診が35歳からなので、
それまでにうけれたら病院に行きます…。

・平日休みを取りづらい

・子どもが 人いるので

・子どもが小さいから

・両方を 回（ 日）でうけられることがよい 人

・胃がんなどもまとめて受けたい

・検診は気になるも、機会が無かったりするので、このような無料健診はとてもありがたい

・ 年に 度ではなく毎年補助が出たらうれしい

・このような機会を増やしてほしい

・子宮頸がんはタイミングで受けられないことがあるので、気軽に受けられる機会があると

助かる

・貴重な機会を設けてくださりありがたい

・すごく助かる企画だった。スタッフも優しくて緊張もほぐれた

・託児があるのが助かった

・休日にあれば良いと思う

・定期的に検診していこうと思う

★がん検診に対するご意見、ご要望等
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③びわ湖乳がん啓発ウォーク参加

乳がんの啓発のため、乳がん患者のつどい「あけぼの滋賀」主催のウォー
クイベントに事務局が参加し、マスクケース、リーフレットなどの啓発グッ
ズを配布した。

実施日と場所：令和 4 年 5 月 8 日  JR 大津駅
令和 4 年 10 月 30 日  JR 長浜駅

４）お知らせプロジェクト

①がんについての情報提供

滋賀県がん対策推進運動実行委員会ホームページに構成団体や県内がん
対策活動団体の活動を随時掲載した。また、がん検診に関する各種リーフレ
ットを実行委員会にて更新し、ホームページへ掲載した。

滋賀県健康づくり財団健診センター、特定保健指導利用者に配布した。
＜ホームページ QR コード＞

＜おしえて子宮頸がん検診のコト＞
滋賀医科大学産科学婦人科学講座教授 村上節先生と中外製薬株式会社

（滋賀県、滋賀県がん対策推進運動実行委員会作成協力）で作成された子宮
頸がん検診と HPV ワクチンに関する啓発動画をホームページに掲載した。
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②がん対策活動団体情報交換会の開催

活動の促進を図り、滋賀県のがん対策を推進することを目的として、県内
でがん対策に取り組む団体同士の情報交換会を開催した。なお、新型コロナ
ウイルス感染予防対策として、リモートでの参加枠を設けた。本部来場者と
リモート参加者は Zoomを利用して意見交換等を行った。

日 時 ：令和 4年 9月 27日（月） 10時～12時
本 部 ：公益財団法人滋賀県健康づくり財団 小会議室
参加団体：本部での参加 2団体

Zoomでのリモート参加 8団体
内容：・各団体今年度事業予定について

・令和 4年度滋賀県がん対策団体・民間等自主事業費補助金について

③がん対策活動団体健康学習会

がん対策に取り組む団体の活動に有効な情報や健康に関する知識について

の学習を通して、活動の促進を図り、滋賀県のがん対策を推進することを目

的として実施した。

あけぼの滋賀と協力して乳がん患者の集いを 6回開催した。

がん対策活動団体情報交換会構成団体

団 　 体　　名 団　　体　　名

滋賀県がん患者団体連絡協議会 ピンクリボン長浜実行委員会

あけぼの滋賀
リレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大
学実行委員会

公益社団法人滋賀県臨床検査技師会 Lake Family（小児血液悪性腫瘍患者会）

滋賀肺がん患者会　肺ゆう会～しが～ 滋賀県歯科医師会

よりよいがん医療をめざす近江の会 ピンクリボンひこね実行委員会

婦人科がん患者会　Sweet　Pea 滋賀県健康寿命推進課

特定非営利活動法人
淡海かいつぶりセンター

公益財団法人滋賀県健康づくり財団

日本オストミー協会滋賀県支部
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2.その他の啓発活動

①リレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大学
オンラインにてイベントに参加し、がんについての知識の普及やがん検診

受診率向上に向けての活動を実施した。新型コロナ感染症の感染拡大を防ぐ
ため、今年度もオンラインでの開催となった。
日 時 ：令和 4 年 10 月 15 日（土）
開 催 ：特設ホームページにて動画配信
配信内容：・令和 3 年度 滋賀県がん対策推進運動実行委員会活動報告

・滋賀県のがん検診について
・日本対がん協会 無料がん検診のご案内

②健康しが 「MEET YOUR HEALTH～あなたらしくヘルシーに」

滋賀県健康寿命推進課 健康しが企画室が主催するイベントに参加し、「テ

ィール＆ホワイトリボン」をテーマにブース出展をした。

子宮頸がん検診の普及啓発を中心にがん検診に関する情報提供を実施し、
子宮頸がんに関する啓発リーフレットとラルフローレンより日本対がん協会
へ寄付頂いたハンドタオル 326 セットを配布した。
日 時 ：令和５年２月１８日（土）11 時～17 時
開 催 ：イオンモール草津 （セントラルコート）
内容：
・「ティール＆ホワイトリボン」カラーのフォトスポットで写真撮影
・「＃子宮頸がん検診」
「＃子宮頸がん検診を受けましょう」＃をつけて SNS 投稿を呼びかける

・「おしえて子宮頸がん検診のコト」サイネージ上映
・アンケート実施

＜啓発資材＞ ＜啓発動画＞
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＜フォトスポット＞ ＜SNS投稿＞

＊アース滋賀の皆様

＜投稿内容一部抜粋＞

＜フォトスポット＞ ＜SNS投稿＞

＊アース滋賀の皆様

＜投稿内容一部抜粋＞
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協 賛 団 体

（敬称略）

一般社団法人滋賀県医師会

株式会社滋賀リビング

第一生命保険株式会社 滋賀支社

株式会社メディック

滋賀県農業協同組合中央会

医療法人社団仁生会甲南病院

医療法人社団昴会

公益社団法人滋賀県理学療法士会

滋賀県医師協同組合

住友生命保険相互会社 滋賀支社

大樹生命保険株式会社 滋賀支社

東京海上日動火災保険株式会社 滋賀支店

日本電気硝子株式会社
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滋賀県がん対策推進運動実行委員会委員
（敬称略）

滋賀県がん対策推進運動実行委員会事務局
公益財団法人滋賀県健康づくり財団（日本対がん協会滋賀県支部）内

〒520 0834 滋賀県大津市御殿浜6番28号

TEL：077 (536) 5210 FAX：077 (536) 5211

ホームページ：https://kenkou shiga.securesite.jp/gantaisaku/

：hoken1@kenkou shiga.or.jp

（敬称略）

役職 氏名 所属団体

実行委員長 髙橋　健太郎 一般社団法人　滋賀県医師会

実行委員　副委員長 菊井　津多子 滋賀県がん患者団体連絡協議会

実行委員 村田　昌史 滋賀県がん診療連携協議会

実行委員 山口　秀富美 びわ湖放送株式会社

実行委員 島田　文義 ＮＨＫ大津放送局

実行委員 德田　由晃 株式会社　滋賀銀行

実行委員 植田　俊矢 アフラック生命保険株式会社　滋賀支社

実行委員 岡本　忠司 東京海上日動火災保険株式会社

実行委員 青山　留美 第一生命保険株式会社　滋賀支社

実行委員 藤田　良一 朝日生命保険相互会社　滋賀支社

実行委員 松本　千洋 中外製薬株式会社

実行委員 高橋　達也 住友生命保険相互会社　滋賀支社

実行委員 藤川　幸一 日本生命保険相互会社 滋賀支社

実行委員 中村　徹 大樹生命保険株式会社　滋賀支社

実行委員 藤田　恭子 滋賀県健康医療福祉部健康寿命推進課

滋賀県がん対策推進運動実行委員会委員
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＊この実施報告書は、滋賀県がん対策推進運動実行委員会HPよりダウンロードが可能です
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